
 

 

自然観察おもしろ講座「桜を楽しもう！」 

米澤 理雄（船橋市） 
日 時：2025 年 3 月 30 日（日）9時 30 分～12 時 
場 所：21 世紀の森と広場（松戸市） 
参加者：15 名（広報まつど で募集） 
講 師：小島・米澤、スタッフ：渋谷・三嶋 

桜について座学で、色々なサクラを調べ、野外で観察してみようという試みに、まずも
って、小島氏はサクラの花びらの形でピンクの花びらは「Yes」,ライトブルーの花びらに
は「No」と書いてある表示棒を参加人数分作り、持参した。座学で、聞くだけでは飽きる
でしょう、途中でクイズを出します。それに答えてもらいましょう。少しは参加意識が高
まるじゃないですかと。座学での工夫・意欲が見られました。座学は階段状の教室で画面
が大きく、スライドも明確に、きれいに写ります。大きく枝を伸ばし、ピンクの花を大き
く広げた川口湖からの富士山の姿は大画面で迫力を感じます。そんなスライドを５５枚、

丁寧に説明していきます。時々、クイズが出されます。クイズの一つ、サクラの種類は 50

種以上あるか？答えは NO です。500～600 ぐらいの種があると言われています。とても全
部は見られません。外に出て、自然観察では、まずソメイヨシノがある西側の土手に行
く。背丈の低い観察しやすい木に集まる。うすいピンクの花はそこそこ咲いている、観察

ポイントのエドヒガンの特徴であるつぼ型の萼筒と小花柄に毛がいっぱいあるのを観察。
虫メガネを覗き込む。次に南側のみどりの里に入る。サクラ亜科としては同じグループに
入るサクラ類を観察。下見の時に見事な白い花が咲いていたスモモが上部だけ白い。川べ

りのカワズサクラはほぼ葉桜。プルーンの白い花、ベニバスモモ、赤いモモの花、小川を

渡ると３本のベニシダレ、と銘板に書いてあるが、花は八重であり、正式にはヤエベニシ
ダレだと言う。その先には、ベニシダレとヤエベニシダレの銘板が付いた木があった。一
重咲きと八重咲きが見わけられた。違いも分かった。この銘板は正しい。 
ヤマザクラ、カスミザクラはまだツボミが固く、観察できません。オオシマザクラもツ

ボミでしたが若木が１本、花と若葉を出しています。観察で５枚の花弁が旗弁になって６
～７枚の花弁があり、多弁化しています。オオシマザクラは多弁化する傾向があり、ニオ
イもあることを確認しました。説明中に旗弁が見つかり、皆さんの観察がもり上がった。 

野草園の方へ行き、珍しいオオシマザクラのピンクの花が、竹箒状の高い枝の上に咲い
ている。普通、サクラは枝を広げる物ですが、オオヤマザクラは竹箒状に上へ伸びるよう

です。また冷たい風が吹き込まない暖かい場所にあるため、多くの花を付けていた。ウワ
ミズサクラとイヌザクラは花穂が出ていないので、写真で普通のサクラと違いブラシ状の
花を観てもらった。最後にヤマザクラが薄紅色の花と赤い葉が出ているの見て、風情があ

るヤマザクラが小島氏の一番のお気に入りと言う。講座での伊勢大輔の和歌が思い出され
る。 講座と観察会のお話など小島氏の説明は、よどみなく、やさしく、丁寧。２０年来
のサクラ好きの仲間と日本中のサクラを見て回った経験。敬愛する勝木先生の本や講義で

知識を深めた事。結城市日本花の会・農場への問いかけなどの経験が講座・観察会に良く
現れている。本当に面白い講座でした。 

 

みどりの里ではヤエベニシダレ愛で    オオシマザクラの旗弁も観察   高所の花は双眼鏡で観察でした    


